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本調査は、東京さくらトラム（都電荒川線）全３０停留場及びそ
の周辺の点字ブロックの敷設状況について現地調査を実施したも
のである。
東京さくらトラム（都電荒川線）では駅を「停留場」としている
が、調査資料コメントにおいては「駅」「ホーム」などと称して
いる。
※資料内で東京都交通局のサイトより、①紹介文 ②路線図 ③停留場の画像を転用している。
※資料内の点字ブロック等の写真は、当協会で撮影したものである。





駅の敷地内は点字ブロック敷設
踏切の手前に警告ブロックがない



駅の敷地内から公道、踏切の手前の警告ブロックまでがつな
がっていない。



ホームから出ると、
施設敷地の外溝の歩
道ということもあり
点字ブロックがつな
がっている。



ホーム～歩道、歩道～横断歩道、踏切の警告ブロック
の３つがばらばら。
ホームから生活道路に向かう降り口には点字ブロック
は一切ない。



駅の敷地内のみ点字ブロック敷設
東京メトロ、京急電鉄への乗り換えにつ
いては配慮されていない。



道路の真ん中に駅がある場合、
歩道から横断歩道を渡って移動すること
になる。
点字ブロックがあってもホームの入り口
にたどり着くのは困難。



踏切の手前にに警告ブロックがない。



日暮里・舎人ライナー 熊野前駅から交差点まで
の広い歩道内は点字ブロック敷設。荒川線はホー
ムへの出口が歩道の途中にあたる
が、歩道からの誘導はない。



横断歩道にはエスコートゾーンもあり安全に渡れてよいと思ったら、
エスコートゾーンを歩いてくるとぶつかってしまうような場所にコーン！？

追加



ホーム出口より２枚分誘導ブロック、横断歩道途中の部分
（線路の手前）に警告ブロックを敷設している。【好事例】



道路の中心を電車が通るので、
ホーム出入口は横断歩道途中に配
置。点字ブロックが途切れてしま
うことでホームを出てから混乱し
てしまう。



道路の中心にホー
ム配置。大きな交
差点なので位置関
係がつかめない。



ホームを出てから狭くて長い歩
道の先に横断歩道と踏切が。そ
こでの案内は特にない。



ホームから歩道の手前
までは点字ブロックあ
り。
歩道の状況によっては
点字ブロックがないが、
一か所歩道からホーム
の方向への誘導ブロッ
クが敷設されている。



ホームから出た瞬間、踏切手前の警告ブロックと線路の間の空
間に足を踏み入れてしまう。このような配置になっている箇所
がとても目立つ。



三ノ輪方面ホームから出た歩道、踏切手前の点字ブロックは連
続性が保たれている。
早稲田方面ホーム、JR王子駅へ向かう歩道は誘導がない。



点字ブロックはホーム敷地内のみ。市街地の
中にある駅の場合、踏切手前の警告ブロック
だけの敷設となっている。

踏切内の様子。この部分に埋め込ま
れている設備（TK式プラバン踏切）
が微妙に凹凸があるため、誘導ブ
ロック等と誤認してしまう。



市街地の中にある駅の典型事例。



ホーム～歩道～踏切の連
続性がと持たれている点
字ブロック。

警告ブロックとハーフサイズの誘導
ブロック（内方線付点状ブロックと
も違う）の組み合わせでの敷設。



国道１７号の幅の広い横断歩道。
エスコートゾーンなどがあればよい
のですが・・・

ホームから歩道に出た瞬間、
踏切と警告ブロックの間の空間へ。



商店街のど真ん中にある駅。
ホーム隣接した形でお店や民
家がある。
点字ブロックはホーム敷地内
のみ。道路上には敷設なし。



住宅街のど真ん中にある駅。
ホーム敷地内から踏切手前まで連続している箇所もあれ
ば、敷地内までで留まっている箇所もある。



JR大塚駅とは連続性がある（三ノ輪方面ホーム）
早稲田方面ホームの北側階段から線路手前の警告
ブロックが断絶。



国道２５４号に面した駅。歩道から駅構内まで連続した
点字ブロックが敷設されている。
また、早稲田方面改札から、都営バス向原バス停までも
連続した誘導がなされている。残念なのはこのバス路線、
平日は朝夕のみの数本しか運行されていないこと。



都道４３５号に面した駅。メトロ駅と歩
道は連続しているが、歩道と駅構内の部
分が断続状態。



街中の狭い道路に面した駅。駅敷地内のみの点字ブロックの
敷設。



工事中ということもありホームへの道は狭い。早稲田方面ホームから
外に出ると、東京メトロ雑司ヶ谷駅の案内が表示されているが、点字
ブロックは交差点の周辺まで。



明治通り沿いにある駅。
点字ブロックの断絶と劣化が目立つ。



新目白通りの中央に設置された駅。ホームから出
ると広い通りの中州のような場所に出る。この広
めの中州の部分に誘導ブロックがない状態。



新目白通りの中央に設置され
た駅。ホームから出ると広い
通りの中州のような場所に出
る。この駅は、この広めの中
州の部分に誘導ブロックが敷
設されている。



総 括
東京さくらトラム（都電荒
川線）の停留場の設置は図
のように道路の中央部分
に線路が敷設されてるこ
とが多い。
また、次に多いのが市街地
の中に停留場が設置され
ているケース。

この２つで共通して起こり
えるのが、
①ホーム敷地内と踏切手
前の警告ブロックの間の空
間が存在していること
②点字ブロックが断絶して
いることが多いこと
である。
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◆駅周辺を観察してみての気づき
①横断歩道内にエスコートゾーンがあるとよいのではないか。
②他の公共交通機関とのアクセスのある停留場については、乗り換えができるように各機関が連携し、点字ブ

 ロックの断絶が起こらないような取り組みが大切。
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